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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第48期
第１四半期
連結累計期間

第49期
第１四半期
連結累計期間

第48期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高 (千円) 2,381,290 2,400,647 10,462,105

経常利益 (千円) 118,333 133,776 758,953

四半期(当期)純利益 (千円) 66,653 74,356 339,613

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 64,133 80,600 337,339

純資産額 (千円) 5,718,895 5,947,168 5,992,101

総資産額 (千円) 11,155,504 10,809,170 11,623,629

１株当たり四半期(当期)純利益金
額

(円) 4.78 5.33 24.35

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 51.3 55.0 51.6

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている
事業の内容に重要な変更はありません。
また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したも

のであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、着実に持ち直しており、先行きについても、輸出

の持ち直しや各種の政策効果による企業収益の改善等により、景気回復に向かうことが期待されてい

ます。

　航空業界は、円安の継続に伴い訪日旅客が増加するなかで、航空各社による路線の開設・増便が進み、

また、運航を停止していたボーイング787型機の運航が再開されるなど、堅調に推移しています。

　このような状況下における当社業績は、動力事業では、ほぼ前年同期並みの売り上げで推移しました。

整備事業では、顧客の経費節減施策の継続等により若干の減収となりました。付帯事業では、フード

カート販売が好調に推移し増収となりました。この結果、売上高合計は24億円と前年同期比19百万円

（0.8％）の増収となりました。営業費用につきましては、動力事業において減価償却費が減少したも

のの、各事業において原材料費等が増加したことにより、22億60百万円と前年同期比９百万円

（0.4％）の増加となりました。営業利益は１億39百万円と前年同期比10百万円（7.9％）の増益、経常

利益は１億33百万円と前年同期比15百万円（13.0％）の増益となり、四半期純利益は74百万円と前年

同期比7百万円（11.6％）の増益となりました。

セグメントの業績は次のとおりです。

　

・動力事業

訪日旅客の増加等に伴う航空需要の拡大により、成田空港、関西空港における国際線向けの販売が増

加したことに加え、保有機数が増加している本邦ＬＣＣ向けの販売が伸びたものの、航空各社の経費節

減への取り組みが進んだこと等により、羽田空港をはじめとした国内線において販売が減少し売上高

は、12億21百万円とほぼ前年並みとなりました。セグメント利益は、関西空港、羽田空港における減価償

却費が減少したこと等により、１億71百万円と前年同期比36百万円（27.5％）の増益となりました。
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・整備事業

顧客の経費節減施策の継続による航空機整備施設関連の修繕・更新作業の減少、空港特殊設備関連

の修繕・更新作業の出遅れ等により売上高は、８億23百万円と前年同期比９百万円（1.2％）の減収と

なりました。セグメント利益は、原価率が上昇したことにより、46百万円と前年同期比33百万円

（41.8％）の減益となりました。

　

・付帯事業

フードカート販売が好調に推移したことにより売上高は、３億55百万円と前年同期比29百万円

（9.1％）の増収となりました。セグメント利益は、86百万円と前年同期比11百万円（15.7％）の増益

となりました。

　

 （セグメント別業績） （単位：百万円）

　
売上高 セグメント利益

26年３月期
第１四半期

25年３月期
第１四半期

前年同期比(％)
26年３月期
第１四半期

25年３月期
第１四半期

前年同期比(％)

動力事業 1,221 1,222 99.9 171 134 127.5

整備事業 823 833 98.8 46 79 58.2

付帯事業 355 325 109.1 86 75 115.7

合計 2,400 2,381 100.8 304 289 105.3

全社費用※ ― ― ― 164 159 103.2

営業利益 ― ― ― 139 129 107.9

　※ 全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費です。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度（以下「前期」という）末比８億14百万円

（7.0％）減少して108億９百万円となりました。

　流動資産は、前期末比６億67百万円（11.8％）減少の49億98百万円となりました。主な要因は、現金及

び預金が４億53百万円、受取手形及び売掛金が３億96百万円減少したこと等によります。

　固定資産は、前期末比１億47百万円（2.5％）減少の58億10百万円となりました。これは、主に有形固

定資産が１億37百万円減少したこと等によります。

　流動負債・固定負債は、前期末比７億69百万円（13.7％）減少の48億62百万円となりました。主な要

因は、営業未払金が１億26百万円、未払金が２億61百万円、未払法人税等が１億83百万円、流動負債・固

定負債を合算した長期借入金が１億27百万円減少したこと等によります。

　純資産合計は、前期末比44百万円（0.7％）減少して59億47百万円となりました。これは、当四半期純

利益および剰余金の配当を加減算した結果、利益剰余金が51百万円減少したこと等によります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な

変更および新たに生じた課題はありません。

　
(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、１百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。　
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 52,000,000

計 52,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年８月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,950,000 13,950,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株
であります。

計 13,950,000 13,950,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 ― 13,950,000 ― 2,038,750 ― 114,700

　

(6) 【大株主の状況】

　

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
 普通株式 1,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
13,947,000

13,947 ―

単元未満株式
普通株式

2,000
― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 13,950,000 ― ―

総株主の議決権 ― 13,947 ―

(注) １　「単元未満株式」には当社所有の自己株式857株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　
② 【自己株式等】

平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式）
株式会社エージーピー

東京都大田区羽田空港 
一丁目７番１号

1,000 ― 1,000 0.0

計 ― 1,000 ― 1,000 0.0

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,362,752 1,909,368

受取手形及び売掛金 1,614,396 1,217,694

有価証券 891,354 1,091,489

商品及び製品 80,191 167,901

仕掛品 85,429 45,597

原材料及び貯蔵品 343,884 337,588

その他 289,179 230,371

貸倒引当金 △1,022 △1,022

流動資産合計 5,666,165 4,998,989

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,364,575 9,483,060

減価償却累計額 △7,303,430 △7,373,561

建物及び構築物（純額） 2,061,144 2,109,498

機械装置及び運搬具 7,941,440 7,989,578

減価償却累計額 △6,265,792 △6,259,508

機械装置及び運搬具（純額） 1,675,648 1,730,070

その他 481,794 483,251

減価償却累計額 △437,898 △440,810

その他（純額） 43,895 42,441

土地 110,608 110,608

リース資産 636,383 639,584

減価償却累計額 △374,369 △401,704

リース資産（純額） 262,013 237,879

建設仮勘定 640,608 425,851

有形固定資産合計 4,793,919 4,656,349

無形固定資産

ソフトウエア 21,010 17,740

その他 15,575 15,095

無形固定資産合計 36,585 32,835

投資その他の資産

投資有価証券 123,940 133,642

敷金及び保証金 221,051 221,675

その他 781,967 765,677

投資その他の資産合計 1,126,959 1,120,995

固定資産合計 5,957,464 5,810,181

資産合計 11,623,629 10,809,170
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 539,548 413,333

1年内返済予定の長期借入金 497,450 460,350

リース債務 118,921 119,013

未払法人税等 200,251 16,910

未払金 286,914 25,553

その他 539,815 500,329

流動負債合計 2,182,902 1,535,491

固定負債

長期借入金 1,737,450 1,647,125

リース債務 170,960 144,531

退職給付引当金 1,507,561 1,498,378

資産除去債務 32,443 36,265

その他 210 210

固定負債合計 3,448,625 3,326,510

負債合計 5,631,527 4,862,001

純資産の部

株主資本

資本金 2,038,750 2,038,750

資本剰余金 114,700 114,700

利益剰余金 3,840,920 3,789,743

自己株式 △630 △630

株主資本合計 5,993,739 5,942,562

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,638 4,606

その他の包括利益累計額合計 △1,638 4,606

純資産合計 5,992,101 5,947,168

負債純資産合計 11,623,629 10,809,170

EDINET提出書類

株式会社　エージーピー(E04366)

四半期報告書

10/18



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 2,381,290 2,400,647

売上原価 2,061,871 2,067,491

売上総利益 319,418 333,156

販売費及び一般管理費 189,816 193,342

営業利益 129,602 139,813

営業外収益

受取利息 413 189

受取配当金 769 2,669

保険事務手数料 345 307

その他 146 997

営業外収益合計 1,675 4,163

営業外費用

支払利息 12,523 9,544

その他 420 655

営業外費用合計 12,943 10,200

経常利益 118,333 133,776

特別損失

固定資産除却損 1,773 2,788

特別損失合計 1,773 2,788

税金等調整前四半期純利益 116,559 130,988

法人税、住民税及び事業税 22,278 13,705

法人税等調整額 27,628 42,925

法人税等合計 49,906 56,631

少数株主損益調整前四半期純利益 66,653 74,356

四半期純利益 66,653 74,356
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 66,653 74,356

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,519 6,244

その他の包括利益合計 △2,519 6,244

四半期包括利益 64,133 80,600

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 64,133 80,600
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　該当事項はありません。

　

(四半期連結損益計算書関係)

　該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 217,210千円 181,412千円

　

　

(株主資本等関係)
　

前第１四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日　至 平成24年６月30日)
　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月19日
定時株主総会

普通株式 97,637 7 平成24年３月31日 平成24年６月20日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの
　

該当事項はありません。

　
当第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日　至 平成25年６月30日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月18日
定時株主総会

普通株式 125,533 9 平成25年３月31日 平成25年６月19日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの
　

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

合計
動力事業 整備事業 付帯事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,222,236833,671 325,3832,381,290

  セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― 1,371 1,371

計 1,222,236833,671 326,7552,382,662

セグメント利益 134,146 79,978 75,168 289,292

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)
　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 289,292

全社費用(注) △159,690

四半期連結損益計算書の営業利益 129,602

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

合計
動力事業 整備事業 付帯事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,221,545823,970 355,1322,400,647

  セグメント間の内部売上高又は振替高 ― ― 1,613 1,613

計 1,221,545823,970 356,7462,402,261

セグメント利益 171,068 46,519 86,954 304,543

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)
　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 304,543

全社費用(注) △164,729

四半期連結損益計算書の営業利益 139,813

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ４円78銭 ５円33銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 66,653 74,356

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 66,653 74,356

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,948 13,948

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

　

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月14日

株式会社エージーピー

取締役会  御中

　

      新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員 
業務執行社員

　 公認会計士 　 上  林  三  子  雄　 ㊞　

　

指定有限責任社員 
業務執行社員

　 公認会計士 　 吉   田    英   志　 ㊞　

　

指定有限責任社員 
業務執行社員

　 公認会計士 　 加   藤    敦   貞　 ㊞　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社エージーピーの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エージーピー及び連結子会社の平成
25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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